
JP 2005-96448 A5 2007.9.27

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 ４ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 9月 27日 (2007.9.27)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2005-96448(P2005-96448A)
【 公 開 日 】 平 成 17年 4月 14日 (2005.4.14)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2005-015
【 出 願 番 号 】 特 願 2004-252868(P2004-252868)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｂ ２ ９ ＢＢ ２ ９ ＢＢ ２ ９ ＢＢ ２ ９ ＢＢ ２ ９ ＢＢ ２ ９ ＢＢ ２ ９ ＢＢ ２ ９ Ｂ    9/04     (2006.01)   9/04     (2006.01)   9/04     (2006.01)   9/04     (2006.01)   9/04     (2006.01)   9/04     (2006.01)   9/04     (2006.01)   9/04     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｂ ２ ９ Ｂ    9/04          
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 8月 14日 (2007.8.14)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 高 濃 度 含 水 ゲ ル シ ー ト か ら 含 水 ゲ ル 粒 子 を

製 造 す る 方 法 で あ っ て 、
　

　 高 濃 度 含 水 ゲ ル 状 架 橋 重 合 体 の 連 続 シ ー ト を 長 さ 方 向 に 走 行 さ せ な が ら 、 連 続 シ ー ト の
長 さ 方 向 で １ ０ ～ １ ０ ０ ｃ ｍ 毎 に 切 断 し て 切 断 片 を 得 る 工 程 （ ａ ） と 、
　 前 工 程 （ ａ ） で 得 ら れ た 切 断 片 を 連 続 的 に 連 続 解 砕 装 置 に 供 給 し 、 切 断 片 の 供 給 量 と 連
続 解 砕 装 置 の 解 砕 お よ び 排 出 能 力 と が 、 供 給 量 ≦ 解 砕 排 出 能 力 と な る 条 件 で 、 連 続 的 に 解
砕 お よ び 排 出 を 行 い 、 前 記 含 水 ゲ ル 粒 子 を 得 る 工 程 （ ｂ ） と 、
を 含 む 粒 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 工 程 （ ａ ） が 、 前 記 連 続 シ ー ト の 片 面 側 で 幅 方 向 に 横 断 す る よ う 固 定 配 置 さ れ た 固
定 刃 と 、 連 続 シ ー ト の 反 対 面 側 で 幅 方 向 に 横 断 す る 軸 を 回 転 中 心 と し て 連 続 シ ー ト の 走 行
方 向 に 沿 い 回 転 す る 回 転 刃 と の 噛 み 合 わ せ に よ っ て 、 連 続 シ ー ト を 長 さ 方 向 に 切 断 す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 粒 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 工 程 （ ａ ） が 、 前 記 連 続 シ ー ト の 走 行 方 向 に 沿 う 面 内 で 回 転 す る 回 転 刃 で 、 連 続 シ
ー ト を 幅 方 向 に お い て １ ０ ～ １ ０ ０ ｃ ｍ の 幅 で 切 断 す る 工 程 （ ａ － １ ） と 、 幅 方 向 で 切 断
さ れ た 連 続 シ ー ト を 長 さ 方 向 で 切 断 し 、 幅 方 向 寸 法 が １ ０ ～ １ ０ ０ ｃ ｍ 、 長 さ 方 向 寸 法 が
１ ０ ～ １ ０ ０ ｃ ｍ の 切 断 片 を 得 る 工 程 （ ａ － ２ ） と を 含 む 、 請 求 項 １

に 記 載 の 粒 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 工 程 （ ａ － １ ） で は 、 ス コ ア カ ッ ト 方 式 で 切 断 す る 、 請 求 項 に 記 載 の
粒 子 の 製 造 方 法 。

状 架 橋 重 合 体 の 連 続 得 た の ち に 乾 燥 さ せ て 吸
水 性 樹 脂 粒 子 を

該 連 続 シ ー ト が 、 ア ク リ ル 酸 お よ び ／ ま た は ア ク リ ル 酸 塩 を 主 成 分 と す る 単 量 体 成 分 と
内 部 架 橋 剤 を 含 む 単 量 体 水 溶 液 を 重 合 し て 得 ら れ た 固 形 分 濃 度 ５ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ の シ ー ト
で あ り 、

、 吸 水 性 樹 脂

前 記 内 部 架 橋 剤 は 、 そ の 使 用 量 が 、 前 記 単 量 体 成 分 に 対 し て ０ ． ０ ０ ５ ～ ２ モ ル ％ の 範
囲 内 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の 製 造 方 法 。

ま た は ２ 吸 水 性 樹 脂

か ら ３ ま で の い ず れ
か 吸 水 性 樹 脂

４ 吸 水 性 樹 脂



【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 工 程 （ ｂ ） が 、 前 記 連 続 解 砕 装 置 と し て 、 ス ク リ ュ ー 押 出 式 解 砕 装 置 を 用 い る 、 請
求 項 １ の れ か に 記 載 の 粒 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 工 程 （ ａ ） が 、 切 断 装 置 と し て 、 前 記 連 続 シ ー ト を 切 断 す る 切 断 刃 を 含 む 構 成 部 材
に 、 含 水 ゲ ル の 付 着 防 止 処 理 が 施 さ れ た 切 断 装 置 を 用 い る 、 請 求 項 １ の れ
か に 記 載 の 粒 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 工 程 （ ａ ） が 、 前 記 連 続 シ ー ト を 切 断 す る 切 断 手 段 に 、 水 、 温 水 お よ び 水 蒸 気 か ら
な る 群 か ら 選 ば れ る 媒 体 を 供 給 す る 工 程 （ ａ － ３ ） を 含 む 、 請 求 項 １ の れ
か に 記 載 の 粒 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　

【 請 求 項 １ ０ 】
濃 度 含 水 ゲ ル 状 架 橋 重 合 体 の 連 続 シ ー ト

を す る 方 法 で あ っ て 、
　

　 前 記 連 続 シ ー ト を 長 さ 方 向 に 走 行 さ せ な が ら 、 連 続 シ ー ト の 片 面 側 で 幅 方 向 に 横 断 す る
よ う 固 定 配 置 さ れ た 固 定 刃 と 、 連 続 シ ー ト の 反 対 面 側 で 幅 方 向 に 横 断 す る 軸 を 回 転 中 心 と
し て 連 続 シ ー ト の 走 行 方 向 に 沿 い 回 転 す る 回 転 刃 と の 噛 み 合 わ せ に よ っ て 、 連 続 シ ー ト を
長 さ 方 向 に 切 断

方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　

【 請 求 項 １ ２ 】
　

【 請 求 項 １ ３ 】
　

【 請 求 項 １ ４ 】
　

【 請 求 項 １ ５ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の 製 造 方 法 　
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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か ら ５ ま で い ず 吸 水 性 樹 脂

か ら ６ ま で い ず
吸 水 性 樹 脂

か ら ７ ま で い ず
吸 水 性 樹 脂

さ ら に 表 面 架 橋 を 行 う 、 請 求 項 １ か ら ８ ま で の い ず れ か に 記 載 の 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の 製 造
方 法 。

　 高 か ら 含 水 ゲ ル 粒 子 を 得 た の ち に 乾 燥 さ せ て 吸
水 性 樹 脂 粒 子 製 造

該 連 続 シ ー ト が 、 ア ク リ ル 酸 お よ び ／ ま た は ア ク リ ル 酸 塩 を 主 成 分 と す る 単 量 体 成 分 と
内 部 架 橋 剤 を 含 む 単 量 体 水 溶 液 を 重 合 し て 得 ら れ た 固 形 分 濃 度 ５ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ の シ ー ト
で あ り 、

し て 切 断 片 を 得 る 工 程 、
を 含 む 、 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の 製 造

前 記 内 部 架 橋 剤 は 、 そ の 使 用 量 が 、 前 記 単 量 体 成 分 に 対 し て ０ ． ０ ０ ５ ～ ２ モ ル ％ の 範
囲 内 で あ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の 製 造 方 法 。

前 記 切 断 片 を 得 る 工 程 で は 、 連 続 シ ー ト を ス コ ア カ ッ ト 方 式 で 幅 方 向 に 切 断 す る 工 程 を
含 む 、 請 求 項 １ ０ ま た は １ １ に 記 載 の 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の 製 造 方 法 。

前 記 切 断 片 を 得 る 工 程 が 、 切 断 装 置 と し て 、 前 記 連 続 シ ー ト を 切 断 す る 切 断 刃 を 含 む 構
成 部 材 に 、 含 水 ゲ ル の 付 着 防 止 処 理 が 施 さ れ た 切 断 装 置 を 用 い る 、 請 求 項 １ ０ か ら １ ２ ま
で の い ず れ か に 記 載 の 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の 製 造 方 法 。

前 記 切 断 片 を 得 る 工 程 が 、 前 記 連 続 シ ー ト を 切 断 す る 切 断 手 段 に 、 水 、 温 水 お よ び 水 蒸
気 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 媒 体 を 供 給 す る 工 程 を 含 む 、 請 求 項 １ ０ か ら １ ３ ま で の い ず れ
か に 記 載 の 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の 製 造 方 法 。

さ ら に 表 面 架 橋 を 行 う 、 請 求 項 １ ０ か ら １ ４ ま で の い ず れ か に 記 載 の 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の
製 造 方 法 。



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 粒 子 の 製 造 方 関 し 、 詳 し く は 、 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の 製 造 過 程 に
お い て 、 予 め シ ー ト 状 に 製 造 さ れ た 吸 水 性 樹 脂 の シ ー ト を 切
断 お よ び 解 砕 し て 、 粒 子 状 の 含 水 ゲ ル を 製 造 す
る 方 対 象 に し て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 ３ の 切 断 技 術 で は 、 ロ ー ラ 間 の ニ ッ プ 間 隙 で 、 板 状 の 回 転 刃 を 連 続 シ ー ト に 一
気 に 食 い 込 ま せ て 掻 き 取 る よ う に 切 断 す る の で 、 連 続 シ ー ト の 厚 み 全 体 を 確 実 に 切 断 す る
の が 難 し い 。 特 に 、 厚 み の バ ラ ツ キ や う ね り 、 波 打 ち の あ る 高 濃 度 含 水 ゲ ル シ ー ト の 場 合
は 、 切 断 が 難 し い 。 切 断 ロ ー ラ と 対 向 ロ ー ラ と の 間 で ニ ッ プ す な わ ち 挟 み 付 け て 連 続 シ ー
ト を 走 行 さ せ る の で 、 切 断 ロ ー ラ お よ び 対 向 ロ ー ラ の 表 面 に 連 続 シ ー ト が 付 着 し 易 い 。 特
に 、 切 断 さ れ た ゲ ル 片 が 、 対 向 ロ ー ラ に 付 着 し て し ま い 易 く な る 。
　 本 発 明 の 課 題 は 、 前 記 し た 高 性 能 な 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の 製 造 に 適 し た 高 濃 度 含 水 ゲ ル の 連
続 シ ー ト を 、 切 断 刃 な ど へ の 付 着 を 起 こ す こ と な く 能 率 的 に 切 断 し 、 そ の 後 の 解 砕 作 業 も
良 好 に 行 え て 、 品 質 性 能 に 優 れ た 含 水 ゲ ル 粒 子 効 率 的 に 製 造 で
き る よ う に す る こ と で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に か か る 粒 子 の 製 造 方 法 は 、 高 濃 度 含 水 ゲ ル シ ー
ト か ら 含 水 ゲ ル 粒 子 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、

高 濃 度 含 水 ゲ ル 状 架 橋 重 合 体 の 連 続 シ ー ト を 長 さ 方 向 に 走 行 さ せ な が ら 、 連 続 シ ー ト
の 長 さ 方 向 で １ ０ ～ １ ０ ０ ｃ ｍ 毎 に 切 断 し て 切 断 片 を 得 る 工 程 （ ａ ） と 、 前 工 程 （ ａ ） で
得 ら れ た 切 断 片 を 連 続 的 に 連 続 解 砕 装 置 に 供 給 し 、 切 断 片 の 供 給 量 と 連 続 解 砕 装 置 の 解 砕
お よ び 排 出 能 力 と が 、 供 給 量 ≦ 解 砕 排 出 能 力 と な る 条 件 で 、 連 続 的 に 解 砕 お よ び 排 出 を 行
い 、 前 記 含 水 ゲ ル 粒 子 を 得 る 工 程 （ ｂ ） と を 含 む 。
　

　 〔 高 濃 度 含 水 ゲ ル シ ー ト 〕
　 基 本 的 に は 、 通 常 の 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の 製 造 技 術 に お い て 採 用 さ れ て い る 高 濃 度 含 水 ゲ ル
状 架 橋 重 合 体 シ ー ト の 製 造 技 術 と 共 通 す る 技 術 が 適 用 で き る 。 前 記 し た 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２
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吸 水 性 樹 脂 法 に
高 濃 度 含 水 架 橋 重 合 体 の 連 続

得 た の ち に 、 乾 燥 さ せ て 吸 水 性 樹 脂 粒 子 を
法 を

を 得 て 、 吸 水 性 樹 脂 粒 子 を

吸 水 性 樹 脂 状 架 橋 重 合 体 の 連 続
得 た の ち に 乾 燥 さ せ て 吸 水 性 樹 脂 粒 子 を 該

連 続 シ ー ト が 、 ア ク リ ル 酸 お よ び ／ ま た は ア ク リ ル 酸 塩 を 主 成 分 と す る 単 量 体 成 分 と 内 部
架 橋 剤 を 含 む 単 量 体 水 溶 液 を 重 合 し て 得 ら れ た 固 形 分 濃 度 ５ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ の シ ー ト で あ
り 、

本 発 明 に か か る 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の 製 造 方 法 は 、 ま た 、 高 濃 度 含 水 ゲ ル 状 架 橋 重 合 体 の 連
続 シ ー ト か ら 含 水 ゲ ル 粒 子 を 得 た の ち に 乾 燥 さ せ て 吸 水 性 樹 脂 粒 子 を 製 造 す る 方 法 で あ っ
て 、 該 連 続 シ ー ト が 、 ア ク リ ル 酸 お よ び ／ ま た は ア ク リ ル 酸 塩 を 主 成 分 と す る 単 量 体 成 分
と 内 部 架 橋 剤 を 含 む 単 量 体 水 溶 液 を 重 合 し て 得 ら れ た 固 形 分 濃 度 ５ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ の シ ー
ト で あ り 、 前 記 連 続 シ ー ト を 長 さ 方 向 に 走 行 さ せ な が ら 、 連 続 シ ー ト の 片 面 側 で 幅 方 向 に
横 断 す る よ う 固 定 配 置 さ れ た 固 定 刃 と 、 連 続 シ ー ト の 反 対 面 側 で 幅 方 向 に 横 断 す る 軸 を 回
転 中 心 と し て 連 続 シ ー ト の 走 行 方 向 に 沿 い 回 転 す る 回 転 刃 と の 噛 み 合 わ せ に よ っ て 、 連 続
シ ー ト を 長 さ 方 向 に 切 断 し て 切 断 片 を 得 る 工 程 を 含 む 。



１ ２ ２ ０ ４ 号 公 報 に 開 示 さ れ た 技 術 の う ち 、 エ ン ド レ ス ベ ル ト 上 に 供 給 さ れ た 単 量 体 水 溶
液 を 連 続 的 に 静 置 重 合 さ せ る 方 法 に よ る 高 濃 度 含 水 ゲ ル シ ー ト の 製 造 技 術 が 適 用 で き る 。
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